
【住まいの概要】

○ 被災した蒲崎・新浜地区は岩沼海浜緑地に隣接していたことから、住居の周りに緑道を設けて、顔
見知りの方々が以前のように近隣と仲よく一緒に住めるように配慮して計画。
○ 高齢者に配慮し、緩い勾配スロープを介し、交流の場としてのコニュニティロードに接する配置。

○ 近所の人が気軽に入ってこられるようなアプローチ、おしゃべりを生む大きな土間スタイルの玄関を
採用。

玉浦西（たまうらにし）地区 災害公営住宅 （Ｂ－２ 蒲崎・新浜（かばさき・しんはま）地区）

【地区概要】
・事業主体：岩沼市
・造成予定戸数：４６戸
・建て方：戸建・長屋造（二戸一棟住宅、長屋住宅）
・構造：木造（在来工法）
・完工予定：平成２６年１０月

【防災、安全・安心】

○ 敷地内は、玄関口を車道と反対のコミュニティロード
（歩道）に面するよう配置し、車と人の動線を分離し、
安全を確保しています。

○ 住居間は、高齢者にやさしい段差のない緩いスロー
プを配置しています。

（全景パース）

※パースはイメージですので、実際とは異
なる場合があります。


